
第 19 巻  第 1 号
（九州の大学体育・スポーツ　第44号）

教育研究論文
●研究資料
■体育授業における体力向上プログラムとその効果

大学体育連合関連情報
● 平成29年度夏期研修会（九州体育・スポーツ学会合同企
画）報告
■体力づくり（回復）をめざしたストレッチおよびバラン
ストレーニング

●本連合の役割と活動内容について
■九州地区大学体育連合の歴史・経緯
■公益社団法人全国大学体育連合の活動内容
■九州地区大学体育連合の活性化を目指して

体育・スポーツ関連情報
●大学めぐり

平成29年度体育・スポーツ・健康に関する教
育研究会議
●研修会プログラム
●1日目プログラム
●一般発表
■体育系大学のダンス授業における「ダンスパフォーマン
ス概念図」を活用した取組がダンスの技能評価力に及ぼ
す影響

■選択授業「ヨガ」を開講して
■スキルテストを導入した挑戦的課題達成型授業の実践研究
■大学生における形態、体力および公衆衛生学的調査に関
する研究

■日本の大学スポーツ振興に関する動向と課題（1）
■日本の大学スポーツ振興に関する動向と課題（2）
■日本の大学スポーツ振興に関する動向と課題（3）
■日本の大学スポーツ振興に関する動向と課題（4）

●２日目プログラム
●一般発表
■大学体育授業にて学修成果がもたらされるための条件
■ ICT 教材を用いたバドミントン授業がスキル向上に与え
る効果

■知的障害児の親子運動プログラム取り組み事例
●シンポジウム
■大学執行部が求める大学体育

●平成29年度九州地区大学体育連合春期研修会に参加して



「体育・スポーツ教育研究」寄稿規定
2001.  3.  9 制定
2008.10.11 改正
2011.  5.31 改正

１． 本誌への投稿は，原則として九州地区大学体育連合加盟大学に在籍している者および個人会員に限る。また，
編集委員会が必要と認めた場合には，寄稿を依頼することがある。

２． 投稿内容は，大学における体育・スポーツ・健康の教育研究に関する，総説・原著論文・実践研究・事例報
告・研究資料などとし，和文で完結したものに限る。

３． 原稿の掲載可否および掲載の時期は，編集委員会において決定する。
４． 掲載された原稿は，原則として返却しない。
５． 原稿は，ワードプロセッサーで作成し，書式は A４判縦置き横書きの全角40字30行（英文綴りおよび数値は 
半角）で，上下左右に３cmの余白をとり，フォントの大きさは10.5ポイントとする。本文はひらがな現代か 
なづかいとし，外国語をかな書きにする場合は，カタカナにする。また，計量単位は，原則として，国際単
位系（SI単位系）とする。

６． 原稿は，原則として１篇につき，図表，抄録等を含めて刷り上がり10ページ以内（約12000文字）とする。
７． 原稿の表紙には，題目・著者名・所属機関を和文と英文で明記する。また，表紙の右下に，総説・原著論文・
資料論文・実践研究・事例報告の別と，３語ないし５語のキーワードを明記する。

８． 原稿は PDFファイルにして，九州地区大学体育連合事務局編集担当の E-mailアドレスに添付ファイルで投
稿する。なお，ファイルのサイズは2MB以下とする。

９． 投稿時の図表および写真は，白黒を原則として，その大きさが刷り上りと同じになるように作成し，PDF 
ファイルにして添付ファイルで原稿と一緒に投稿する。ファイルのサイズは2MB以下とするが，図表が多い 
場合には，複数のファイルに分けて投稿してもよい。

10． 図や表には，それぞれに必ず通し番号とタイトルをつけ，本文とは別に番号順に一括する。なお，図表の挿
入箇所は，本文原稿の行間に，赤でそれぞれの番号によって指示する。

11． 引用文献は，本文の最後に著者名の ABC順に一括し，雑誌の場合には，著者・題目・雑誌名・巻号・ペー
ジ・西暦年号の順とし，単行本の場合には，著者・書名・版数・発行所・西暦年号・ページの順に記載する。

12． 掲載原稿の費用は投稿者負担とする（1p￥2,000）。但し，所定部数の別刷りを寄贈する。なお，本連合より
研究助成を受けた者の掲載原稿費用は事務局が負担する。但し，別刷りは有料とする。

13． 投稿に関する問い合わせは，九州地区大学体育連合事務局編集担当に行う。

「体育・スポーツ教育研究」編集規定

１． 九州地区大学体育連合理事会内に編集委員会を設ける。
２． 編集委員は若干名とし，九州地区大学体育連合会長が委嘱する。
３． 編集委員会は，投稿原稿の採択および掲載の時期を決定する。
４． 投稿原稿の校正は，初校のみ投稿者が行い，以後は編集委員会の責任とする。
５． 掲載内容の決定および変更については，編集委員会で決定する。

＊ 本誌は第一回九州地区大学保健体育研修会報告書（昭和50年）を第１号として、「九州の大学体育・スポー

ツ（第25号）」を引き継ぐものである。




